
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は 4 月の爆弾低気圧による猛烈な強

風で、育苗用のビニールハウスが飛ばされるという自然災害でお

米作りがスタートしました。田植え後に除草剤が効かずに田んぼ

が雑草だらけになり、田んぼに入り腰を曲げて手で草取りを何日

も続けました。夏は猛暑で雨が一ヶ月以上降らず、稲の高温障害

で白濁した米が多く、品質の低下がみられました。そんな自然災

害や天候不順の中でもようやく収穫ができ、今年も美味しい遊YOU

やっと収穫まで辿り着いたと思えるの

も、減農薬・減化学肥料栽培の大変さを

身にしみて感じているからだと思いま

す。特に気象条件が著しく厳しくなってき

ているのでは？と考えます。田植前の低

温や強風状態から一変、5 月中旬から気

温の急上昇、9 月下旬の夏日等体験した

事の無い気象条件でした。苦労した分、

収穫の喜びは大きく感じます。組合員の

皆さんが遊 you 米を支えているのだか

ら、部会員も負けずに頑張りますね。 

遊 you 米（8 成分）の稲刈り終了後の田んぼを見る

と、抵抗性雑草が秋までしっかりと残っていました… 

この田んぼは昨年まで3成分の除草剤を1回使用して

いましたが、今年は抵抗性雑草に効果がある 2 成分の

除草剤を一度使用し、その後は手取り除草を行ってき

ました。稲が大きくなると斜光により雑草は成長が出

来なくなるのですが、立派に成長していました。オモダ

カ・ウリカワ・ホタルイ等が主に見られます。他の圃場で

も同様に除草剤の種類に関係なく発生が確認され、技

術面、薬剤の使用方法等検討が急務となっています。 

 

米を生活クラブの皆さんに届けることができま

す。家族みんなで作りあげたお米です、組合員の皆

さんも家族全員で召し上がってください。次回の生

産者交流会で、お米の感想を直接お聞きしたいと思

います。       遊佐地区 池田知司（32 歳）


